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  平成 26 年１月 23 日 

  

    

岐阜県立土岐商業高等学校岐阜県立土岐商業高等学校岐阜県立土岐商業高等学校岐阜県立土岐商業高等学校    

 

                   学 校 長  林   宏 一 郎 

                    学校所在地    土岐市土岐津町土岐口1259-1  電話0572-54-1291 

  

１  会議の名称   岐阜県立土岐商業高等学校評議員の会（第２回） 

 

２ 会議の構成 （敬称略） 

        委員     大 竹  章 文   本校育友会元役員 

黒 田    孝 二    東海旅客鉄道株式会社土岐市駅長 

籠 橋  恭 子      土岐地区更生保護女性会理事 

                       森      泰 章    土岐市土岐口財産区議長 

               

  

 

        学校側         校        長      林  宏 一 郎 

                    教        頭      正 村  達 裕 

                       事 務 長             長 尾  健 児 

                       教 務 主 任              林    勇 二 

                       生 徒 指 導 主 事     澤 野  敏 勝 

                       進 路 指 導 主 事           高 田  昌 史 

                       教 務 部 広 報      水 野  光 芳 

 

 

３ 会議の目的 

   学校運営や教育活動等について地域の有識者や関係機関・団体等の代表者から幅広く

意見を聞き、地域社会からの支援・協力を得て、開かれた特色ある学校づくりを推進し、

生徒の健やかな成長を図る。  

 

 

４  会議の開催   日 時   平成２６年１月１５日(水）13:30～14:45 

                 場 所   土岐商業高等学校校長室 

                 出席者   委員４名 学校側７名  計１１名が参加 

＊学校長の挨拶、本校の教育の本年度の成果と課題について会議、意見交換を行った。 

 

 

 

 

 

 



 

- 2 -

５ 会議の概要 

    

テーマ（１）本校の教育について（本年度の成果と課題） 

 

各分掌（教務部、生徒指導部、進路指導部）より学校運営について本年度の成果と課

題についての説明を行った。その主な内容は下記のとおりである。 

（１）教務部 

（a）基礎的・基本的な学力の定着 

（b）積極的な広報活動の推進 

 

（２）生徒指導 

（a）交通事故の現状について 

（b）遅刻について 

（c）身だしなみ・挨拶について 

（d）問題行動の現状について 

（e）教育相談の現状について 

（f）MS リーダーズの活動について 

（g）部活動について 

 

（３）進路指導部 

（a）平成２５年度の進路状況について（就職） 

（b）平成２５年度の進路状況について（進学） 

（c）平成２６年度の課題（就職） 

（d）平成２６年度の課題（進学） 

 

 

テーマ（２）意見交換・質疑応答 

 

質問１ 進学希望者が減り、就職希望者が増えてきている背景はどのようなものがあるか。 

回答１ １つは大学卒業者の就職難が考えられる。もう１つは、大学生は自分で就職先を

探して就職活動を行わなければならないが、高校生の場合は学校で手厚く進路支

援をすることができるという理由から、就職を希望して入学をしてくる生徒が年

々増加しているからだと思われる。 

 

感想２ 土岐商業へ生徒の様子を見に来ると、いつも爽やかに挨拶をしてくれるのでとて

も気持ちがいい。部活動で活動中の生徒や周辺の清掃活動をしている生徒も活動

を止めてきちんと挨拶ができるのですばらしい。 

 

感想３ 駅の利用は他校の生徒たちと比べて、マナーをしっかり守っていて全く問題がな

いが、まれに駅のホームで輪になって待つ姿があり、他のお客さんの通行の妨げ

になっているときがある。 
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感想４ 朝、土岐商周辺を歩いていると大変気持のよい挨拶をしてくれる。挨拶がしっか

りとできることは他人とのコミュニケーションがしっかりととれるということな

ので、今後も継続していって欲しい。また、以前授業を見させていただいた時、

どのクラスも生徒の顔がいきいきとしていた。先生方が学習活動に工夫をしてみ

えるからだと感じた。 

 

質問５ 対車両の事故はどの程度のものなのか。 

回答５ 一番大きな事故は車の側面に自転車で激突したという事故だが、対車両よりも自

損事故の方が被害の大きいものが多い。事故にあった生徒達は基本的に交通ルー

ルを守っていなかった生徒が多く、今年度、道路交通法の改正もあったので何度

も指導をしたが、未だルールが徹底されていないという現状がある。 

 

意見６ 事故が起きた場所は夜になると暗いので街路灯を設置したらどうか。 

回答６ 不審者が現れることもあるので設置していただきたい。 

 

質問７ 土岐商ショップは常に販売を行っているのか。 

回答７ 土岐商ショップは校内では年間６回販売を行い、校外では地域の行事に参加する

ときのみ販売を行っている。 

 

質問８ 育友会の予算にガイドラインが設けられたことで今後どのように変わるのか。ま

た、それによってどのような影響がでるのか。 

回答８ 今後は新たに育友会費で施設をつくることはできなくなる。また、教育に関わる

部分は全て県費を使うこととなり、施設以外の部分でも育友会費を使うことがで

きなくなる。しかし、新たに施設をつくりたくても県の予算が不足しているため

県費で施設を作ることは不可能となっている。様々な制約がかけられ今後非常に

やり辛い状況となることが予想される。 

 

 

６ 会議のまとめ（学校長） 

  評議員のみなさまには、お忙しい中、本校のために、会議に参加いただき、ご意見、

提言をいただきありがとうございました。 

評議員の方々には挨拶や駅でのマナー、授業の様子について高い評価をいただきま

した。しかし、交通マナーなどまだまだ改善をしなければいけない部分も多々ありま

す。今後も学校評議員の方々からの貴重なご意見を参考に、教職員が一丸となり生徒

の自己実現のため、信頼感を失うことなく教育活動を実践していきたいと思います。 

 


